
３年生での目標・・・（生徒作文紹介・続き） 

C組と B組を代表して、２名の作品を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査が終わると、運動会練習が本格的に始まります。先週の金曜日、 

今週の月曜日、体育行事委員や各クラスボランティアの人がムカデの調整、

さらし付けを行いました。互いに声を掛け合いながら作業する、さらに自分

のクラスが終わったら隣のクラスも手伝う姿、素敵でした。 

※5/1９(月)～31(土) ジャージ(体育着)登校です。 

45 分授業 放課後：運動会練習 

大ムカデの練習があるので下のジャージは必ず持ってきてください。 

熱中症予防対策：水分、着替え、タオル等持参 

 

最後の運動会、最高の運動会にできるよう精一杯取り組みましょう！ 
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 ３年生になって 

３年 C 組 水谷蓮 

三年生になって感じることは、あっという間だったなということ。今

年の入学式では、在校生として参加した。緊張した顔をしている新入生

たちを見て、私の入学式を思い出した。私自身も入学式当日は緊張して

いた。生活が大きく変わり、ランドセルのかわりに制服を身にまとい少

しの不安と期待を胸に上中の門をくぐった。そんな昨日のことにも思え

る入学式が二年前だなんて信じられない。少し前まで新入生で、少し前

までランドセルを背負っていたのに……。当時すごく大人びて見えてい

た三年生。実際なってみるとそう大差ないように思える。きっと、高校

生や大学生になっても同じように思う気がする。だから、未来の私が今

の私を誇れるような人でありたい。別に良い学校に入るとか、試験で合

格するとかそういうのではなく、今を精一杯楽しんでいたと思える日々

を送りたい。きっと、これから楽しいことだけでなく苦しいことや辛い

ことがたくさんあって大人にならなきゃいけない場面が増えてくると

思う。大人になるのはもう少し先でも平気だけど、中学生をできるのは

今しかないから、最後の中学校生活を精一杯楽しみたい。 

 
受け入れる 

３年 B 組 相見周我 

あの校門を初めてくぐった日から２年と少しの時間が過ぎた。その日

は、桜が舞う快晴だった。今となってそんなことをつい最近のことのよ

うに思い出してしまう。中学校の最上級生になって強く感じたことがあ

る。「今まで、あっという間だったな」思い返せば様々な思い出がある。

そして今、３年生となった自分がここにいる。もちろんそれを受け入れ

ることができるほどの勇気もない。実感は無くても、いつかは受け入れ

ないといけない。 

これからは、これまでの学校生活と大きく異なると思う。部活動が終

わり、勉強がメインになってくるだろう。３年生としてのプレッシャー

に襲われ、そして、先輩たちもいなくなってしまった。 

そこで、僕たちに必要なことは、３年生としての自覚をもち、現状を

受け入れることだと考えた。自信がなくても誰もが通る道であり、逃げ

ていても後が辛くなる。だから現実を受け入とめて、覚悟しなければな

らない。この先、いろいろなことがあるだろうけど大変なときこそ、自

信をもっていたいと思う。 

 


